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改築7年計画公住

南
団
地
は
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら

四
十
五
年
に
建
て
ら
れ
、
法
定
耐
周

年
数
の
三
十
五
年
内
過
半
を
超
え
て

い
る
住
戸
が
九
十
四
戸
と
全
戸
数
百

十
四
戸
の
八
十
%
を
占
め
て
い
た
。

ま
た
、
平
均
的
住
戸
規
模
が

3
L
D

K
で
は
必
平
方

μ
、
2
L
D
K
で
は

お
平
方
灯
で
、
国
が
示
し
て
い
る
最

低
住
居
水
準
面
積

(
3
L
D
k
m

平
方
灯
、

2
L
D
K
l
犯
平
方
灯
)

に
も
達
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
風

呂
設
備
が
な
く
、
建
物
の
老
朽
化
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
.
以
上
司
観

占
か
ら
町
で
は
、
国
庫
補
助
の
見
通

し
を
得
て
、
昨
年
に
南
団
地
内
全
体

設
計
を
終
え
、

地
域
に
根
ざ
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
「
7
チ
」
づ
く

り
を
テ
!
?
に
七
年
計
画
を
設
定
し
、

六
十
三
年
度
十
二
戸
建
設
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
六
十
四
年
度
十
二
戸
、
六

十
五
年
度
八
戸
、
六
十
六
年
か
ら
六

十
八
年
度
ま
で
各
十
二
戸
、
最
終
年

度
六
十
九
年
度
十
六
戸
と
公
園
等
の

整
備
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

南
団
地
の
特
徴
は
、
建
築
戸
数
を

百
十
四
戸
か
ら
八
十
四
戸
に
減
ら
し

た
。
全
戸
を
二
階
建
て
に
し
、
各
戸

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
と
り
、
児
童
公

園
や
花
だ
ん
、
緑
樹
帯
を
配
し
た
広

場
も
設
け
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
ゲ

ー
ト
ポ
l
ル
コ
ト
も
設
置
予
定
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
小
規
模
な
冠

婚
葬
祭
に
も
利
用
で
き
る
集
会
所
の

建
設
、
今
回
始
め
て
、
し
尿
、
生
活

排
水
の
処
理
に
集
中
浄
化
槽
を
新
設

す
る
。
建
物
で
は
、
結
露
対
策
を
十

分
考
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
面
採

光
と
し
物
干
し
ス
ベ
ス
と
し
て
も
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地
域
の
文
化
セ
ン
タ
ー
的
要
素
を
持
つ
学
校
に

種
川
小
学
校
は
、
昭
和
一
一
十
八
年

に
建
設
さ
れ
た
木
造
校
舎
で
老
朽
度

が
ひ
ど
く
な
り
、
昭
和
六

十
年
に

，
危
険
校
舎
'
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
国
庫
補
助
の
見
通
し
を

得
て
、
昨
年
に
新
校
舎
の
全
体
設
計

を
終
え
、
建
築
場
所
を
現
在
地
と
し

ま
し
た
。
ム
マ
容
、
統
合
に
よ
り
閉
校

と
な
っ
た
樋
川
中
学
校
跡
を

一
時、

仮
校
舎
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
日
起
工
式
も
終
わ
り
十
二

月
十
二
日
完
成
を
目
指
し
て
本
格
的

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

施
設
の
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
一
部
二
階
建
て
、
総
面
積
千
七

百
七
平
方

μ
で
内
部
は
、

下
記
平
面

図
の
と
お
り
、
普
通
教
室
六
、
特
別

教
室
は
、
理
科
、
音
楽
、
家
庭
科
の

三
っ
と
や
き
が
ま
室
、
ま
た
、
豊
か

な
空
間
と
し
て
の
多
目
的
ホ

l
ル
も

政
僻
さ
れ
て
い
ま
す
.

校
舎
の
特
徴
は
、
南
面
に
お
も
い

っ
き
り
窓
を
と
り
‘
屋
上
に
は
、
シ

ン
ポ
リ
y
ク
な
ト
ン
プ
ラ
イ
ト
(
天

井
か
ら
明
か
り
を
採
る
施
設
)
を
設

け
、
児
童
た
ち
に
き
わ
や
か
な
太
陽

と
の
ふ
れ
あ
い
を
演
出
し
ま
す
。
ま

た
、
児
童
が
の
び
の
び
過
ご
せ
る
広

場
、
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
地
域
住
民

の
生
涯
学
習
に
文
化
活
動
に
も
開
放

さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
床

壁
仕
上
げ
に
は
木
を
使
い
、
暖
か
み

の
あ
る
般
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
建
築

・
電
気

・
訟
倒
及

び
敷
地
造
成
の
各
工
事
に
分
か
れ
、

総
事
業
費
三
億
四
千
八
百
十
五
万
円

で
、
財
源
と
し
て
は
、
固
か
ら
の
補

助
金
一
億
六
千
二
百
三
十
九
万
円
、

起
債

一
億
二
千
四
百
二
十
四
万
七
千

円
を
計
上
、
町
の
一
般
財
源
六
千
百

五
十

一
万
三
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
六
十
四
年
度
に
は
、
屋
体
(
体

育
館
)
工
事
が
渚
工
の
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

• 2階平面図

周務員宜

安全祈願祭

利
用
で
き
る
「
サ
ン
ル
ー
ム
」
、
風

呂
も
設
備
さ
れ
る
.
家
賃
に
つ
い
て

は
、
一
種
3
L
D
K
二
万
七
千
円
、

二
種
2
L
D
K
二
万
千
円
程
度
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
工
事
費
(
本
体

工
事
)
は
、
一
億
二
千
八
百
四
十
五

万
円
で
、
財
源
と
し
て
は
、
固
か
ら

の
補
助
金
五
千
二
百
八
十
万
千
円
、

起
債
六
千
四
百
万
円
を
計
上
、
町
内

一
般
財
源
千
百
六
十
四
万
九
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

今
金
町
内
将
来
的
「
マ
チ
」
づ
く

り
「
団
地
」
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
完
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
.

(単位戸)

供給平成
姐別型別供給

合計 備考
l樋3LDKI 2櫨3LDKI 2櫨2LDK

開相63年度 4 6 2 12 

昭和64年度 4 6 2 12 

昭初65年度 o 4 4 8 

昭和66年度 4 6 2 12 

昭和67lf-度 4 6 2 12 

昭相68年度 4 6 2 12 

昭初69年度 4 8 4 16 公園.，陥

合 計 24 42 18 84 
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自
治
功
労
の
藤
村
さ
ん
に

H青

れ

叙

勲

の

利
別
村
町
村

議
に
当
選
以

来
、
三
十
二

年
に
わ
た
り
、

町
政
の
発
展

に
尽
く
し
ま

し
た
。
こ
の

問
、
総
務
・

産

業

建

設

の
各
常
任
委

員
長
の
重
職

を
歴
任
し
て
、

町
民
の
尊
敬

と
信
頼
を
集

め
、
五
十
七

年
に
全
国
殻
長
会
か
ら
自
治
功
労
表

彰
(
在
職
三
十
年
)
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
教
育
・
社
会
教
育

の
振
興
に
も
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績

は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

晴
れ
の
勲
章
を
手
に
し
た
藤
村
さ

ん
は
、
目
が
し
ら
を
押
さ
え
な
が
ら

寸
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
、
こ
れ
以

上
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
」
と
喜
び

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

三
十
二
年
間
に
わ
た
り
議
員
活
動

を
続
け
て
き
た
藤
村
徳
蔵
さ
ん
(
八

幡
町
・
花
歳
)
が
春
の
叙
勲
で
勲
五

等
瑞
宝
章
に
輝
き
、
勲
章
伝
達
式
が

六
月
十
五
目
、
役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
(
五
月
十
二
日
札
械
で

行
わ
れ
た
伝
達
式
に
病
気
入
院
の
た

め
欠
席
さ
れ
た
の
で
、
西
桧
山
支
庁

地
方
部
長
か
ら
伝
達
き
れ
ま
し

た
。
)
藤
村
さ
ん
は
、

蹟

E
F
υ
コレ

りの故郷楽しむ
昭
和
二
十
二
年
に

¥.' (e 

花石出身の古賀豊城さん

アメリカから里帰り

「
生
ま
れ
故
郷
は
す
っ
か
り
変
わ

っ
て
い
た
が
花
石
の
ま
ち
並
み
は
と

て
も
懐
か
し
か
っ
た
」
|
大
正
年
代

に
生
ま
れ
育
ち
、
小
学
校
を
卒
業
、

以
来
二
十
八
年
に
一
度
、
故
郷
を
訪

れ
て
か
ら
も
三
十
五
年
問
、
米
国
で

学
究
生
活
を
続
け
て
き
た
、
花
石
出

身
の
古
賀
笠
域
さ
ん
(
告
さ
が
先
祖
の

墓
参
り
を
か
ね
て
里
帰
り
、
懐
旧
の

思
い
に
ふ
け
っ
て
い
ま
し
た
。

古
賀
さ
ん
は
父
、
為
次
郎
さ
ん

(
一
一
代
目
戸
長
(
現
町
長
)
)
の
二
男
。

大
正
十
五
年
に
花
石
小
の
前
身
、
珍

古
辺
小
高
等
科
二
年
ま
で
花
石
に
住

話題アレコlノ

戦没者遺族の援護につくす
大倉さんに知事感謝状

今
金
営
林
署
が
植
樹
祭

今
金
営
林
署
の
植
街
祭
が
五
月
二
十
六
日
、
ト
マ
ン
ケ
ン

い

流

域

の

8
た
林
小
班
国
有
林
で
行
わ
れ
た
。

支
』
毎
年
、
森
林
資
源
の
重
要
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

ず
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
行
政
機
関
、
各
種
団
体
内
長
、

一

一
般
町
民
代
表
三
十
名
と
営
林
署
々
貝
ら
総
勢
六
十
名
が
参
加

寸

し
た
。
町
の
発
展
に
寄
与

し

一

げ

す
る
目
的
で
選
定
さ
れ
た
、

援

庁

主

町

の

木

イ

チ

イ

(

オ

ン

コ

)

日
t

柱
の
苗
木
を

0
・
一
か
の
林

型

時

地

に

署

貝

の

指

導

を

受

け

を

岬

な

が

ら

二

一百
本
を
、
あ
い

山

制

に

く

の

霧

雨

模

様

の

中

、蜘

約

一
時
間
か
け
て
植
、
ぇ
、

植
記
念
撮
影
を
し
て
解
散
し

ま
し
た
。

町長から感謝状が伝達される

〕4
 
〔

大
倉
啓
太
郎
♂
(
昭
和
町
・
花
歳
)
は
、

多
年
に
亘
り
遺
族
会
の
役
員
と
し
て
の
献

身
的
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
六
月
四
日
、
旭
川
市

で
開
催
さ
れ
た
、
全
道
遺
族
大
会
に
お
い
て
、
知

事
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
出

席
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
六
月
十
目
、

よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

今金の産業や施設を自分の
日で確かめる

小
学
生
町
内

パ
ス
見
学

ん
だ
。
そ
の
後
函
館
中
、
旧
制
七
高

(
鹿
児
島
)
を
経
て
東
大
で
物
理
学

を
専
攻
、
大
学
院
で
三
年
学
ん
だ
あ

と
、
昭
和
十
八
年
名
大
助
教
授
と
な

り
、
二
十
九
年
に
教
授
、
三
十
年
に

フ
ル
プ
ラ
イ
ト
交
換
留
学
生
で
カ
ル

7
ォ
ル
ニ
ア
大
で
二
年
間
研
修
、
三

U

十
三
年
か
ら
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
で

コ

物
理
学
を
教
え
、
教
授
生
活
を
五
十

月

三
年
ま
で
続
け
て
い
た
。
大
学
を
や

掴

め
て
か
ら
は
英
国
で
量
子
基
礎
学
の

話

本
を
出
版
し
た
り
、
一
昨
年
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
物
理
学
の
講
演
旅
行
を
す

る
な
ど
、
学
究
生
活
の
余
生
を
ゆ
う

ゆ
う
と
送
っ
て
い
る
。
今
囲
内
里
帰

り
は
先
祖
や
亡
く
な
っ
た
兄
姉
の
墓

参
り
。
五
月
二
十
二
日
に
ド
イ
ツ
人

の
夫
人
と
二
人
の
息
子
き
ん
を
米
国

に
残
し
、

三
十
五
年
ぶ
り
に
帰
国
、

二
十
六
日
に
親
せ
き
七
人
と
墓
参
り

を
す
ま
せ
て
役
場
に
来
庁
。

古
賀
さ
ん
は
、
古
い
時
代
の
今
金

の
ま
ち
の
様
子
を
高
田
助
役
ら
と
語

り
合
っ
た
が
「
日
本
の
金
持
ち
に
な

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
」
「
今
金
は
大

変
立
派
に
な
っ
た
が
花
石
に
は
、
昔

の
面
影
が
ま
だ
あ
る
」
「
懐
か
し
い

山
河
や
兄
弟
・
親
せ
き
と
三
十
五
年

ぶ
り
に
再
会
で
き
て
こ
ん
な
う
れ
し

い
こ
と
は
な
い
」
と
大
変
う
れ
し
そ

う
に
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
父
、
為

父為次郎さんの写真の前で弟と記念撮影の古賀さん伺

今
金
町
長

郷
土
「
今
金
町
」
の
各
地
域
的
概

要
を
知
る
、
町
の
産
業
と
働
く
人
々

の
姿
勢
を
、
自
分
の
目
で
確
か
め
よ

う
と
今
金
小
と
各
部
落
の
小
学
校
は
、

五
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
両
日
、

三
、
四
年
生
百
四
十
人
が
パ
ス
で
町

内
見
学
、
今
金
の
ま
ち
の
実
態
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

八
束
の
苗
畑
、
日
進
の
牧
場
、
金

原
の
い
ち
ご
畑
、
長
ネ
ギ
の
栽
培
状

第

固
桧
山
ゲ

今
金
A
チ

• • 
況
等
を
見
て
回
っ
た
。
ま
た
、
神
丘

の
酪
農
家
、
種
川
の
特
養
老
人
ホ
ー

ム
「
豊
寿
園
」
住
吉
町
頭
首
工
、
花

石
の
地
域
特
産
品
生
産
セ
ン
タ
ー
、

六
十
五
年
度
完
成
予
定
の
美
利
河
ダ

ム
で
は
事
業
所
な
ど
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
メ
モ
を
と
り
、
理
解
を
深
め

合
っ
て
お
り
ま
し
た
。

ー
ト
ポ
l
ル
大
会

|
ム
が
優
勝

今金Aチームのメンバー

第
一
回
桧
山
ゲ

1
ト
ポ

l
ル
大
会

が
六
月
十
二
日
、
奥
尻
町
に
お
い
て
、

管
内
か
ら
十
六
チ

l
ム
、
百
十
人
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熱
戦

の
末
、
今
金
A
チ
l
ム
(
監
督
小
池

章
吉
♂
、
選
手
米
世
幸
一
♂
、
佐
々

木
茂
♂
、
蓑
島
市
太
郎
J
、
小
田
島

タ
ツ
エ
J
、
郡
司
ハ
ソ
さ
ん
、
古
山
梅

子
♂
)
が
優
勝
し
ま
し
た
。

緑
と
夢
の
丘
に
四
百
人
集
う

金
原
公
園
老
人
祭

金
原
公
園
老
人
祭
が
六
月
五
目
、

金
原
神
社
下
の
公
園
、
緑
と
夢
の
丘

に
部
落
住
民
四
百
人
が
集
ま
り
、
上

次
郎
さ
ん
の
写
真
円
前
で
記
念
撮
影

し
た
あ
と
「
も
う

一
度
、
機
会
が
あ

っ
た
ら
訪
れ
て
み
た
い
。
死
ん
だ
ら

花
石
町
お
墓
に
入
り
た
い
。
」
と
言

い
残
し
て
帰
り
ま
し
た
。

野
部
落
会
長
挨
拶
の
あ
と
町
長
及
び

来
賓
か
ら
各
々
祝
辞
を
い
た
だ
き
始

ま
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
田
植
え
は
一
段
落
し

た
と
は
云
え
、
ま
だ
ま
だ
忙
し
い
農

作
業
の
手
を
休
的
、
老
い
も
若
き
も

こ
の
祭
典
に
参
加
し
、
芝
ザ
ク
ラ
や

ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
る
景
観
を
眺
め
な

が
ら
飲
み
物
ゃ
ご
ち
そ
う
を
食
べ
、

余
興
に
入
り
ま
し
た
。

一
番
手
と
し

て
狩
場
太
鼓
保
存
会
が
函
館
公
演
の

予
約
を
断
り
友
情
出
演
、
力
強
い
パ

チ
き
ぱ
き
で
囚
曲
を
被
露
、
た
く
さ

ん
の
拍
手
を
あ
び
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
各
農
事
組
合
単
位
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
も
行
わ
れ

参
加
者
一
岡
、
秋
の
五
穀
豊
穣
を
願

い
大
変
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
.
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恒例の今小娘輪(今金小学校)

パトンガールのマスゲーム(今金小学校)

可の友

最後は竹馬でゴール(中里小学校)

たいへん寒い日で Lた
でもニ人は暖かそうでした

校
時
市

各
鳩
M
r

さ
暖む

各かい
い日

競思も
技ち
に言
熱廷
戦

• • 

六
月
は
、
町
内
各
小
中
学
校
の
大
運
動
会
の
季
節
.
六
日

の
今
命
中
学
校
体
育
大
会
を
皮
切
り
に
十
二
日
は
、
今
金
・

豊
田
小
学
校
、
+
九
日
は
の
こ
り
の
小
学
校
の
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
.
十
九
日
以
外
は
天
気
に
恵
ま
れ
ず
大
変
、
寒

い
日
に
な
り
ま
し
た
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
続
技
に
、
児
童

生
徒
た
ち
は
、
元
気
い
コ
ば
い
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
.

子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
歓
声
や
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

た
ち
の
声
援
が
一
日
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
い
て
い
ま
し
た
.

H 

'ー τ7 ‘司~.
_."、ニ V

四ぷ;;. ー-

児童・部落全員によるフォークダンス(捷利河小学校)

町民運動会の綜習?(八東小学校)

お花音頭を踊る(花石小学校)

@ 

_-，JL_，品

早がったです。お母さんのパン食い践争(豊田小学校)

00ちゃんがんばれ、がんばれ
応撮席も力が入る(今金小学校)、、

〕B
 
〔

ょう二そ星の町へ(金原小学校)1年生による紅白玉入れ(今金小学校)

〕7
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ぺ歩
知
イ科
学

'v
国
保
税
第
一
期
、
固
定
資
産
税

第
二
期
分
の
納
期
は
八
月
一
固

ま
で
町
税
内
国
民
健
康
保
険
税
第

一

期

・
固
定
資
産
税
第
二
期
的
納
期
は
、

八
月
一
日
ま
で
で
す
。
納
税
は
、
も

う
お
済
み
で
す
か
。

町
税
は
、
町
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
貴
重
な
財

源
で
す
。
み
な
さ
ん
の
生
活
を
支
え

る
町
税
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き

納
期
内
に
納
め
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、
税
務
課
徴
収
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
〈
税
務
課
徴
収
係
V

V

「
道
政
に
関
す
る
世
鶴
間
査
」

道
で
は
、
道
政
に
つ
い
て
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
か
ら
の
道

検診を受けて明るい家庭づくり

7月みんな

‘ある自のあ品:1:ニ. 写真をさしあげます

政
を
進
め
る
上
で
の
参
考
と
す
る
た

め
に

「道
政
に
関
す
る
世
論
調
査
し

を
行
い
ま
す
。

七
月
下
旬
か
ら
、
無
作
為
に
選
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
道
内
千
八
百
人
の

方
の
お
宅
に
調
査
貝
(
委
託
業
者
)

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ
は

北
海
道
総
務
部
知
事
室
広
聴
課

2
3
二
)
量
一
回
一
二
内
線
=
一
一
一
言

V
税
務
職
員
募
集

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

(採
用
後
税
務

大
学
校
普
通
科
へ
入
校
)

人
事
院
が
実
施
す
る
国
家
公
務
員

採
用
山
種
試
験
(
税
務
)
に
合
格
し

た
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
が
、

採
用
試
験
的
概
授
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
験
資
格

昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

受
付
期
間

七
月
六
日
制
か
ら
七
月

十
三
日
脚
ま
で
の
間
に
人
事
院
北

海
道
事
務
局
(
畠
附
札
幌
市
中
央

区
大
通
西
山
丁
目
札
幌
第
二
合
同

庁
舎
)
へ

第
一
次
試
験
十
月
二
日
岡
山
(
教
養

試
験

・
適
性
試
験
及
び
作
文
)

第
一
次
回
凪
験
合
格
発
表

十
一
月

一

日

ω

第
二
次
獄
験

十
一
月
十
八
日
出
国
の
う
ち
の
一
日

(
人
物
試
験
及
ぴ
身
体
検
査
)

最
終
合
格
発
表
十
二
月
十
四
日
嗣

申
込
用
紙
の
簡
求
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
人
事
院
北
海
道
事
務
局
ま
た

は
最
寄
の
税
務
署
内
総
務
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
.

-v
自
衛
官
採
用
案
内

来
春
高
校
を
卒
業
す
る
方
を
対
象

に
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格

六
十
四
年
三
月
卒
業
見
込
み

の
者

募
集
範
囲

二
等
陸
・海
・
空
士
(
男
子
・女
子
)

曹
候
補
学
生
(
男
子
)

航
空
学
生
(
男
子
)

看
護
学
生

(
女
子
)

防
衛
大
学
校
学
生
(
男
子
)

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

(男

子

女

子

)

給
与

初
任
給
十
一
万
二
千
四
百
同

の
他
、
衣
食
住
支
給
又
は
貸

与
。
投
与
(
ボ
ー
ナ
ス
)
四
・
九

ヵ
月
分
を
基
準
に
支
給
。

休
暇
等

年
二
十
四
日
の
有
給
休
暇

の
ほ
か
、
年
末
年
始
に
は
六
目
的

特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
.

問
合
せ
・
受
付
け
は

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所

2
0
1
3
7
8
②
0
2
5
8
 

交通安全に気をつけて
立 看板の寄贈

今
金
町
寒
昇
で
チ
y
プ
工

場
を
経
営
す
る
鮒
国
木
林
業

さ
ん
か
ら
、
多
発
す
る
交
通

事
故
防
止
の
た
め
、
大
変
、

立
派
な
立
看
板
(
楠
葉
材
造

り
タ
テ
ニ

・
一
O
Hペ
ヨ
コ

三

二

O
μ
)
一
基
の
寄
贈

が
あ
り
、
固

i
二
二一
O
号

同
社
チ
y

工
場
下
に

1
 
0
 
1
 
〔

項 自 対象者 実施日 時 間 対象地区 会 場 内 令凹h場・F 

4日(月} 老人福祉センター

!1日開 10:00- 町民センター

① 一般相談 全 住 民 全地区 他IJI相説、保健指導

18日(月) 15:00 老人福祉センター

25日(月) 町民センター

5 日~拍
受付時間

② 闘えfン検診 35歳以上の男女 6日附 6・00- 全地区 町民センター 検診

7 :00 
7日付申

受付時!日l
③ 婦人科ffン検診 30歳以上の女性 7日附 8 :00-8 :30 全地区 11 検診

12:00-12:30 

④ 
妊婦相談

妊婦の方 128(:1() 12:45-13:15 全地区 11 
検臣、血植検査、予告、体重測定、

(母 親学級) 器車、眠障常聾指導、歯科指導

⑤ 
無医地区

全 i主 民 14日附
受付時間

全地区 11 眼科診療
巡回診療 14:30-15:30 

乳児相談 生後6・9ヵ月児 14日帥4 受付時間1 全地区 11 保健指導
9:30-10・00

⑥ 
生後 1.7歳児 受付時間 医師診祭、歯科診祭、

1歳6ヶ月児健診 14日嗣 全地区 11 
1.8歳児 12・30-13・。。 栄養指導、保健指導

⑦ 錐病検診
原因不明町

16日仕)
受付時間

全地区 11 111i町子約が必要です
病など B ・30-15:00

1'1 児講座 3 カ 月 児 21日附
受付時間

全地区 11 身体計測、保健指導

③ 
9 :30-10:00 

4、7、10、 受付時間 " " 乳児健診 21日同 全地区 11 
医t相手師斗折にl'ì-~よ'$る酷指12ヵ月児 12:30-13:00 

⑨ 股脱健診
2ヵ月と

25日開
受付時間

全地区 今金保健所 股l剖節X線写真
25日以上向乳児 13:00-14:00 

十

一
月
七
日
何
か
ら• • 

そ
ば
を
通
る

ド
ラ
イ
バ
ー

の
注
意
を
ひ

い
て
い
ま
す
。

社会福祉協議会だより (敏.. 略)

63. 6.15 
個人名又は団体名 住所 ?仔 聞 内 在 的聞先

山口組彦 苫小牧? :y 50，000 社会福祉協餓会

Ili 官盟域 米国 ~50 ， OOO " 
今世町予イオ:-:t:'}'7-r

今金 特殊出糟司11111ストレ yチャー ~ 叫 .J.i、 r~ 会Jl世間u同日i 改品 2白

.iliE.:i成金青年部
H 畦[自 信取り 10名開i N 

部1，亦川彰一 l時 50分

中唱"人9ラブ
中里 缶ジュース60缶、慰問的障に " 会1，岡本日韓 ぜ予断 Y5.曲。

上村証太郎 末広町 竹町i'8キロ ￥10，問。 M 

J)J 111 勝 -~ù 江ii町 {nジュース 1 B 光町 ~I~ ''f;凶

下聞各江 H H H " 
仮本哲夫 踊棚町 l.stジュース 2本 H 

文化まんじゅヲ 却コ

独 i工学園 山形県 クッキ- 2缶 M 

回崎一兇 札根市 せんべい 3 B " 
低水ツナ 東町 グレープフルーツ 10ケ H 

It崎武雄 厚間部町 グリーンアスパラ IlK " 
広間，人兇 桂川 苧コンテナ 10拍 H 

西元!y.英子 桔町 維布 17枚 H 

石井 Iを直 本町 サイダー 2 B n 

'/:，凶守困 八幡町 平130，0凹 H 

山凶 広 M ~ 130.0曲 " 
大台啓太郎 昭和町 ~ 10，0∞ H 

1t 山然一 北桧山町 y 5，0∞ W 

中lLl人クラブ 中堅 ~ 5.0∞ H 

大 i.r 瞥太郎 昭和町 ~ 10，0曲 小百合保育園

f*fJlO)lt! 
自
主
的
健
康
管
理
を
め
ざ
し
て

人
生
鈎
年
代
に
入
り
ま
し
て
、
日
本
も
高
令
化
の
仲
間

入
り
と
な
り
ま
し
た
。
我
々
は
い
か
に
健
康
に
め
ば
え
て
、

長
寿
を
全
、
?
す
る
か
が
大
切
な
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
近

年
の
社
会
構
造
的
変
化
や
高
令
化
に
伴
い
、
脳
卒
中
、
が

ん
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、

す
で
に
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
成
人
病
の

発
生
要
因
は
必
ら
ず
し
も
原
因
が
単
一
で
な
く
我
々
を
と

り
ま
く
環
境
の
要
因
と
個
体
別
的
要
因
が
複
雑
に
か
ら
み

あ
っ
て
関
与
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
我
々
の
日
常
の
生

活
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
生
じ
て
く
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
病
気
の
早
期
発
見
が
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、

健
康
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
に
は
、
最
低
で
も
年
一
回

は
健
康
診
断
を
受
け
た
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
ロ

1
7
は

一
日
に
し
て
な
ら
す
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
，
健
康
'

と
い
う
も
の
も
思
い
つ
き
ゃ
気
ま
ぐ
れ
で
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
毎
日
の
積
み
重
ね
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
各
種
成
人
病
検
診
の
状
況
を
み

ま
す
と
、
初
回
受
診
層
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
町
民
全

体
的
健
康
に
対
し
て
の
意
識
の
高
ま
り
が
伺
え
ま
す
の
で
‘

大
変
に
喜
ば
し
い
事
と
感
じ
ま
す
.
反
面
地
区
別
の
検
診

受
診
状
況
を
み
ま
す
と
、
検
診
率
の
高
い
地
区
と
、
そ
う

で
な
い
地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
検
診
の
機
会
を
利

用
さ
れ
ま
し
て
、
自
分
自
身
の
健
康
管
理
的
一
端
と
し
て

ほ
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
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親
子
で
考
え
よ
う

楽
し
く
有
意
義
な
生
活
を

自
由
な
時
聞
を
の
ん
び
り
過
ご
す
の
も
夏
休
み
な
ら
で

は
の
楽
し
み
で
す
が
、
少
な
く
と
も
生
活
の
リ
ズ
ム
だ
け

は
崩
き
な
い
よ
う
、
家
族
全
貝
が
規
則
正
し
い
生
活
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を

欲
し
い
物
は
何
で
も
手
に
入
る
恵
ま
れ
た
社
会
環
境
内

中
で
、
わ
が
ま
ま
い
っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち

11.
彼
ら
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
自
立
心
と
忍

耐
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
.

夏
休
み
を
契
機
に
‘
親
は
子
ど
も
へ
の
甘
や
か
し
ゃ
無

関
心
を
排
除
し
、
自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
責
任
を
持

た
せ
た
り
、
家
事
労
働
を
分
担
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
.
子
ど
も
は
、
家
族
的
一
貝
と
し
て
の
役
割
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
覚
と
責
任
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

夏
休
み
な
ら
で
は
の
計
画
を

最
後
ま
で
や
り
抜
-
-
う

無
計
画
な
姿
勢
で
夏
休
み
を
迎
え
る
と
、
そ
の
日
そ
の

日
を
た
だ
何
と
な
く
過
ご
す
だ
け
の
毎
日
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

不
得
手
な
科
目
を
集
中
的
に
勉
強
し
た
り
、
本
を
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
読
む
、
と
い
っ
た
生
活
プ
ラ
ン
を
立
て
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
親
は
子
ど
も
の

自
主
性
や
意
見
を
で
き
る
だ
け
噂
重
し
な
が
ら
、
応
援
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
.

ま
た
、
夏
休
み
は
、
レ
ジ
ャ
ー
や
家
族
旅
行
な
ど
、
親

子
の
ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
い
も
の
で
す
。
夏
休
み
な
ら
で

は
の
ふ
れ
あ
い
や
対
話
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
親
子
関
係

を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

家
族
旅
行
平
体
験
学
習
、
そ
し
て
地
域
で
の
奉
仕
活
動

|
|
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
得
難
い
経
験

の
で
き
る
貴
重
な
時
間
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ

の
半
面
、
気
を
つ
け
た
い
の
が
こ
の
時
期
の
過
ご
し
方
で

す
。
規
則
正
し
い
学
校
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
気
が
緩
み
が
ち
。
非
行
へ
の
脇
道
に
そ
れ
や
す
い
か

ら
で
す
。

七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月

間
」
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
、

一
段
と
た
く
ま
し
く
な
っ
て
二
学
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

非
行
を
寄
せ
つ
け
な
い
夏
休
み
の
過
ご
し
方
を
親
子
で
考

え
た
い
も
の
で
す
.

蔵
族
で
守
る
生
活
の
リ
ズ
ム

暑
さ
の
厳
し
い
夏
は
、
生
活
の
パ
タ
ン
が
H

夜
型
。

に
な
り
が
ち
で
す
。
一
度
生
活
の
リ
ズ
ム
が
在
っ
て
し
ま

う
と
、
な
か
な
か
元
に
は
戻
り
に
く
い
も
の
。
二
学
期
が

始
ま

っ
て
も
、
夜
ふ
か
し
ゃ
遊
ぴ
ぐ
せ
が
抜
け
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

• • 

四
円幽
函
圃
圃
圏

楽
し
か
っ
た
運
動
会

今
小
一
年

も
り
世
わ
ま
な

せ
ん
せ
い
、
あ
の
ね
、
た
ま
い
れ

で
、
に
か
い
も
か
ち
ま
し
た
。
で
も
、

う
ん
ど
ん
か
い
の
ひ
は
、
さ
む
か
つ

た
で
す
。今

小

一
年

い
い
だ
な
お
し

せ
ん
せ
い
、
あ
の
ね
、
ぽ
く
は
、

お
や
ま
の
じ
ゃ
ず
た
い
そ
う
で
、
が

ん
ば
り
ま
し
た
.
で
も
、
ち
ょ

っ
と

①
 

地
元
の
た
め
に

役
立
ち
た
い

須
田

由
美
子
♂
側

ーヲJb.吻島墨書Eも

し
っ
ぱ
い
を
し
ま
し
た
。

今
小

一
年

〈

さ
が
よ
し
ゃ

せ
ん
せ

い
、
あ
の
ね
、
う
ん
ど
う

か
い
、
あ
め
が
ふ
ら
な
い
か
、
し
ん

ば
い
し
て
た
ん
だ
よ
。
た
ま
い
れ
ま

け
て
、
く
や
し
か
っ
た
ん
だ
よ
。

今
小
一
年

な
か
や
ま

せ
ん
せ
い
、
あ
の
ね
、
う
ん
ど
う

か
い
た
の
し
み
だ

っ
た
よ
。
た
ま
い

れ
が
た
の
し
か

っ
た
よ
.
か
け

っ
こ

は
る
な

今
春
、

地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て

渡
島
信
用
金
庫
今
金
支
庖
に
勤
め
ま

し
た
。
「
金
庫
で
は
為
替
係
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
毎
日
が
緊
張
の
連
続
で
チ
ョ

y
ピ
リ
痩
せ
ま
し
た
。
幸
い
良
き
上

司
、
先
輩
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

一
日
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
‘
少
し
で

も
地
元
町
為
に
役
立
ち
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
」
須
田
♂
は
、
神
丘
で
酪
農

業
を
営
む
一
由
♂
の
一

人
娘
き
ん
で

す
。
今
金
が
好
き
で
残
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
街
で
庖
で
会
い
ま
し
た
ら
声

を
か
け
て
や

っ
て
下
さ
い
。

ー
し

た
の
し
か

っ
た
よ
。
お
『
う
ぎ
が
お

も
し
ろ
か

っ
た
よ
。
さ
む
き
に
ま
け

ず
に
が
ん
ば

っ
た
よ
。
つ
な
ひ
き
を

み
て
て
、
た
の
し
か

っ
た
よ
。

浜
田
千
穂
子
♂

;るみ?
a， ~ 
;画

今
金
小
六
年

鈴
木

康
之
J

「
み
ん
な
の
広
場
」
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
作

品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん
の
伝
言

を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

絵
画
愛
好
者
告
募
集

北
陽
画
会
(
近
藤
弘
毅
代
表
)
で

は
絵
画
愛
好
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
親
子
、
小
中
学
生
、

一
般

男
女
。
毎
月
第
三
金
略
日
に
町
民
セ

ン
タ
ー
で
午
後
七
時
か
ら
絵
画
教
室

を
開
い
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は

北
陽
画
会
事
務
局
、
近
藤
さ
ん
宅
8

2

・
1
4
3
0
か
、
今
金
小

(勤
務

先
)
8

2

0
2
2
4
へ。

ー...-、
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〔

き第石町然で「十機 れつは 一一一一一一一一一一一一一一一一 話時 っとン発浴つ

れ三 川 奨をす自一会とてて木 しのたりと見びて森
ま+県励尊。然日がこいいがし よらく木り人 れた林のついしる、林
す固め』ぴ今にか多ろまる覆や 7 う、れのす間フての野は言うたここ浴
自能で、年親らくです深いすイに森る緑るのイいが庁、葉学のとのと

き章て泉量七台守主。是主およ 1落葉会?立よ手を言語主毛 qziV 
国島こか戸、運こまは がきでチたががらがをチ。かが五ピまソで ト の
i 大国のら自動十す 野 いる、ツの注あぎあ鎮ッ け新十ユた連すンはi 会定期学標」 日 ・外 いよ森ドで目るをり静ド だ聞七ラ、の・チ、
が公開ぶはのま七に と う林はすきこ与、化に と記年 l森キこ Y 森

し問ELA522ZZ日・2主伐ればA 芸lU 支

ご
」
ん
ど
の
週
末
、

三
浴
し
に

行
か
な
い
ヲ
」
「
そ
う
ね
、
ど
こ

が
い
い
か
し
ら
」
と
若
い
女
性
た

ち
の
会
話
。

最
近
流
行
の
三
浴
と
い
う
の
は
、

温
泉
浴
、
日
光
浴
、
そ
れ
に
森
林

浴
の
こ
と
で
す
。

-

木
が
た
く
さ
ん
あ
る
所

一
に
行
く
と
、
い
い
香
り
が

一
し
、
す
が
す
が
し
い
気
分

一
に
な
り
ま
す
.
こ
れ
は
、

一
樹
木
が
害
虫
な
ど
か
ら
自

一
分
を
守
る
た
め
に
、
葉
や

一
芽
か
ら
フ
ィ
ト
ン
チ
y
ド

-
と
い
う
特
殊
な
物
質
を
発

散
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り

ま
す
.
 • • 

. 
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村
由
井
子

利男1)俳句宮

石
井
智
恵
子

杉
本

あ
L、

斉
藤

み
ち

辻

知
干
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伊
穣

翠
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7月の休日当番匡
E④5011 院(北桧山)病平3日

E②0057 金)院(今医問岩10日

世②0221金)今金町国保病院(今17日

E②0324 金)院(今医回百24日

E④5321 北絵山町国保病院(北桧山)31日

やや令令住民の動態や令や

前月対比

( -12) 

(- 3) 

4，210人(-9) 

2，516世帯 (+5) 

末現在

8，183人

3，973人

月5 

ロ

男

女

人。
ーーーーー-.

/ 
乙
"-

世帯数

K:lおたんじようおめでとう

長男)末広町(英雄、5月19日萩!厄

?でき読ヲζ二
， t.-.¥〆'//..、土/ ，":":'， f'イ .~ ;、、

rfc)擁立三

2男)下稲穂( 1[%; きん5月24日伊藤

2 !lJ )布美町

2男)末広町

長女)南12受(繁嗣さん6月 8日

闘いつまでもおしあわせに

光康弘(昭和町)~近藤智恵子、(商工団地)

間夫三(骨岡第二)~川原 郁子さん(東 町) さ
ん金
夫原
婦で
、1品
生業
年を
月'ば
日む
カ<'J、
ま凹

2生る !::J
で税

S 26. I . 2生同 守

ピツタリカップルさん

上稲穂68歳6月13日久保田ヒサエさん
小田島親守さん

M 光子さん

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

f
九
日
間
②

O
T
a
t
-
番

(政春さん

(英治さん

な

匁

守

ん

な

ー

か
大
ゃ
也

叫
宏
ム
制
き
紗

刷
山政

品
山人

目
白
帥
也
市
梨
あ理

本

村

山

相

5月27日

6月 4日

R長田

%成田

%山本

南12受

彬(盟舟阻)

大和町

御

67歳

79歳

66歳

圏お〈やみもうしあげます

5月22日

5月25日

6月6日

有塚ウメ子さん

!TJ吉弘

キミさん

笠WJ

1111'. 

〕2
 
1
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じ
、
親
守
さ
ん
は
金
原
生
ま
れ
、
光

子
さ
ん
は
稲
聴
生
ま
れ
、
友
人
向
進

め
で
州
融
業
後
継
者
向
税
守
さ
ん
と
牒

協
勤
務
内
光
子
さ
ん
が
交
際
す
る
よ

う
に
な
り
、
や
が
て
生
年
月
日
が
同

じ
こ
と
に
お
互
い
が
気
が
つ
〈
.

こ
の
人
で
な
け
れ
ば
と
結
婚
に
ゴ

ー
ル
イ
ン
、
現
在
、

二
人
町
子
宝
に

恋
ま
れ
、
家
業
の
木
目
、
軟
白
ネ
ギ

の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
変
、

仲
の
い
い
ご
夫
婦
で
す
。

あ
な
た
に
も
こ
ん
な
人
が
見
つ
か

る
と
い
い
で
す
ね
。

又金

町
で
は
、

六
月
十
八
日
美
化

連
動
の

一
環
と
し
て
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
ま
し
た
.

怯開

こ
れ
は
老
人
ク
ラ
ブ

・婦
人
会
、

酌
E

総
勢
四
十
人
的
労
力
奉
仕
で
マ

-wリ
l
ゴ
ー
ル
ド
外
、
三
極
的
花

河

内
苗
を
国
道
ぷ
ち
に
四
千
本
を

佐

三
時
聞
か
け
て
植
え
ら
れ
通
行

つ

人

的
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

89歳6月15日ノ、ノレSん回中

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


